
愛知県田原市 

●発表日：平成 29 年（2017 年）7 月 28 日 

 

平成２９年度 田原市総合防災訓練について 

 

 大規模地震を想定し、田原市や自主防災会、防災関係機関などが緊密な連携を図

り、地震発生直後から災害応急復旧までの対応について、時系列的な災害対応の機

能を検証する実践的な防災訓練を実施し、田原市における防災体制の確立と市民の

防災意識の高揚を図ることを目的として田原市総合防災訓練を実施します。 

 

１ 訓練期日 

   平成２９年８月２６日（土） 午前６時～８時 （少雨決行） 

２ 訓練会場 

   渥美運動公園多目的広場（田原市小塩津町後山１番地） 

３ 主催 

   田原市 

４ 訓練想定 

８月２６日（土）午前６時、駿河湾から紀伊半島沖を震源とする海溝型地震

が発生。市内は最大で震度７の揺れとなり、地震発生直後、気象庁は愛知県

外海および伊勢・三河湾に「大津波警報」を発表した。 

５ 訓練参加機関および訓練項目 

   参加機関および団体：３０、実働訓練項目：３７ 

  【訓練内容の例】 

   ・№3 避難所開設・運営訓練…堀切地区自主防災会、赤十字奉仕団、田原   

市「簡易的な応急危険度判定、受付、書類作成、炊き出しなどを別

会場で実施する」 

    ・№13 消火訓練…福江・中山自主防災会 

        「可搬ポンプを使い、延焼拡大を防ぐ消火活動を実施する」 

    ・№20 救助・救出訓練…田原警察署、陸上自衛隊豊川駐屯地 

        「両機関が連携し、道路啓開および救助活動を実施する」 

    ・№34 被災地図輸送訓練…株式会社ゼンリン 

        「市内地図の不足を解消するため、輸送を行う」 

※詳細は資料№2-2 をご覧ください。 

ただし、今後訓練実施機関との協議などにより変更する場合もあります。 

６ 訓練の中止 

田原市災害対策本部を設置する警報などが発表された場合や、訓練実施に支

障がある場合には訓練を中止します。 

 

（担当）防災対策課防災対策係 渡辺・白谷 電話(0531)23-3548 
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平成２９年度 田原市総合防災訓練実施計画（案） 
 
１ 目  的  大規模地震を想定し、田原市や自主防災会、防災関係機関などが緊密な連携を図り、

地震発生直後から災害応急復旧までの対応について、時系列的な災害対応の機能を検

証する実践的な防災訓練を実施し、田原市における防災体制の確立と市民の防災意識

の高揚を図る。 
 

２ 主  催  田原市 
 

３ 訓練日時  平成２９年８月２６日（土） 午前６時～８時 
 

４ 訓練会場  渥美運動公園 多目的広場  

 

５ 訓練項目  実働訓練３７項目 
 

６ 参加機関  訓練参加機関・団体（予定）３０団体 
（１）田原市    （２）田原市議会 

（３）田原市消防団（伊良湖岬分団、福江分団） 

（４）田原市自主防災会（和地、堀切、伊良湖、亀山、中山、福江、清田） 

（５）愛知県警察（田原警察署） 

（６）陸上自衛隊（豊川駐屯地第１０特科連隊第２大隊） 

（７）第四管区海上保安本部（三河海上保安署） 

（８）日本郵便株式会社 田原郵便局 （９）田原市赤十字奉仕団       

（10）田原市医師会   （11）田原市歯科医師会 

（12）田原市薬剤師会   （13）田原アマチュア無線同好会 

（14）田原市猟友会   （15）田原土木協会          

（16）田原建設業協会   （17）田原市上下水道工事業協同組合 

（18）中部電力株式会社 豊橋営業所 田原サービスステーション 

（19）一般社団法人愛知県ＬＰガス協会東三河支部 田原分会 

（20）中部ガス株式会社 豊橋供給センター 

（21）西日本電信電話株式会社 名古屋支店（22）田原市清掃事業協同組合     

（23）イオンリテール株式会社  （24）生活協同組合コープあいち    

（25）一般社団法人愛知県トラック協会 田原陸運協会 

（26）豊橋石油業協同組合・愛知県石油商業組合東三河第１地区 

（27）田原市社会福祉協議会 

（28）防災ボランティアコーディネーター 

（29）トヨタ自動車株式会社 田原工場 （30）株式会社ゼンリン 三河営業所 

 

※順不同（参加想定機関および団体など） 

 

７ 訓練想定  ８月２６日（土）午前６時、駿河湾から紀伊半島沖を震源とする海溝型地震が発生。

市内は最大で震度７の揺れとなり、地震発生直後、気象庁は愛知県外海および伊勢・

三河湾に「大津波警報」を発表した。 

 

８ 訓練中止および連絡方法 

次の気象条件などにより訓練を中止する場合は、防災行政無線により市内一括放送

で周知する。 

①田原市に大雨、洪水、暴風、高潮警報、または津波注意報以上が発表された場合 

②田原市に震度４以上の地震が発生した場合 

③その他、訓練進行に支障をきたす恐れが発生、または予想される場合 
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1 シェイクアウト訓練 6:00 



～ 6:02 2 － - 全員 全

・大規模地震が発生。訓練参加者（参観者含む）が自身の身の安
全を確保するため、シェイクアウト（姿勢を低く、頭を守り、じっとする）
を実施する。

2 災害対策本部設置 6:02 



～ 6:03 1 － - 災害対策本部 7
・災害対策本部を設置する。

堀切地区自主防災会 30

日赤愛知県支部
田原市赤十字奉仕団

2

田原市避難所担当職員 3

自主防災会 136

消防団 6

5 津波避難呼び掛け訓練（警察） 6:04 



～ 6:09 5 パトカー 1 田原警察署 陸2
・パトカーにより陸上の住民に対し、情報伝達訓練を実施する。

6 津波避難呼び掛け訓練（海保） 6:05 



～ 6:10 5 － -
海上保安庁
三河海上保安署

2
・沿岸部の船舶、サーファー等に対する避難誘導、沿岸部の被害
調査を行う為、巡視艇を出動させる。

-
田原市健康福祉部
地域福祉課

2

-
陸上自衛隊　豊川駐屯地
第10特科連隊第2大隊

2

-
日赤愛知県支部
田原市赤十字奉仕団

30

田原市医師会 4

田原市歯科医師会 3

田原市薬剤師会 4

田原市健康福祉部健康課 21

市職員（負傷者） 15

8 初期消火訓練（消火器） 6:09 



～ 6:12 3 － - 各地区自主防災会 6
・各地で小規模な火災が発生しているため、消火器により消火活
動を実施する。

9 要配慮者搬送訓練 6:10 ～ 6:13 3 － - 各地区自主防災会 4
・自力で避難することが困難な要配慮者を、避難所へ安全に誘導
するため支援活動を実施する。

10 応急救護・負傷者搬送訓練 6:12 ～ 6:25 13 － - 各地区自主防災会 32

・地区内で多数の負傷者が存在しているため、負傷者に対し応急
的な救護活動を実施する。
・応急処置を施した負傷者を医療救護所に搬送する。

11 交通規制訓練 6:15 ～ 6:58 43 パトカー 1 田原警察署 2
・信号が機能していないため、交通網が麻痺している。主要幹線道
路に人員を配置するとともに避難者の安全誘導に務める。

- 田原市健康福祉部地域福祉課

- 田原市社会福祉協議会

- VC養成講座修了者

- 田原市（幹部+保育士） 45

各地区自主防災会 24

消防団 8

13 消火訓練（可搬ポンプ） 6:18 ～ 6:26 8 － - 各地区自主防災会 8
・地区内で消火器では対応できない火災が発生したため、可搬ポン
プにより消火活動を実施する。

14
被害状況把握・報告訓練
（市バイク隊）

6:20 ～ 6:27 7 田原市バイク 3 田原市総務部税務課 4

・市内の被害状況が掴めていないため、バイク隊で現地へ出向き被
害の状況を把握する。
・状況を把握後、災害対策本部へ状況を報告する。

15 連絡班派遣訓練 6:24 ～ 6:26 2 ﾊﾟｼﾞｪﾛ 1
陸上自衛隊　豊川駐屯地
第10特科連隊第2大隊

2

・陸上自衛隊は、豊川駐屯地司令（連隊長）の命令に基づき、
情報収集を目的とした連絡幹部を田原市に派遣する。
・市内被害状況を確認しながら、災害対策本部に到着。被害の
状況を本部長へ報告する。

16
消火訓練
（消防団）

6:28 ～ 6:38 10 消防ポンプ車 3 伊良湖岬、福江分団 10

・全壊家屋周辺の火災が勢力を増し、大規模な火災に拡大する
恐れがあるため、消防団はポンプ車により延焼拡大を防ぐ消火活動
を実施する。

各コミュニティ協議会長 6

・各コミュニティ協議会長は、地区内の被害の状況を把握し、災害
対策本部に報告する。訓練№8.9.10.12.13の被害状況および活動
状況について、それぞれの班長から報告を受ける）

訓練№8.9.10.12.13班長 -
・各訓練の被害状況および活動状況について、コミュニティ協議会
長へ口頭で報告する。

化学車 1

救急車 1

２ｔトラック 1

２ｔダンプ 1

トラック（バックホ
ウ１台積載）

1

パトカー
（マイクロ）

1 田原警察署 8

大型トラック 1

ｱﾝﾋﾞ 1

21 避難所対応訓練 6:40 ～ 6:58 18
パトカー
（マイクロ）

1 田原警察署 2
・避難所生活の安定を図るため、警官を避難所に配置する。

平成２９年度　田原市総合防災訓練内容　ｽｹｼﾞｭｰﾙ　　　　

訓練
番号

訓 練 項 目 訓練時間
訓練
時間

訓練車両等
訓練
車数

実 施 機 関
参加
人員

訓練想定・活動内容

地震発生（６：００）

初
動
期

3 避難所開設・運営訓練 6:02 



～ 6:56 54 － -

・大規模地震が発生し、多数の倒壊家屋が発生。避難所開設の
要請を受け、自主防災会が中心となり避難所を開設する。
・多人数に対する炊き出し活動（アルファ化米炊飯）を実施する。

4 津波避難・誘導訓練 6:03 



～ 6:08 5 - -

・津波から身を守るため、一時避難場所への避難を実施する。
・地域住民の避難誘導を実施する。

36 炊き出し訓練 6:06 ～ 7:15 69 －

・多数の被災者を抱えている避難所では炊き出しの器具類が不足
しているため、多人数に対する炊き出し活動（アルファ化米炊飯）を
実施する。

7 トリアージ・応急救護訓練 6:07 ～ 6:54 47 － -

・自主防災会により搬送されてきた多数負傷者に対し、ﾄﾘｱｰｼﾞを
実施。あわせて応急救護活動を実施する。

37 災害ボランティア受入訓練 6:16 ～ 7:26 70 －
50

・災害ボランティア支援本部を立ち上げ、防災ＶＣによる災害ボラン
ティアの派遣を行う。

・倒壊家屋の下敷きになっている負傷者に対し、救助・救出活動を
実施する。

17
被害状況把握・報告訓練
（コミュニティ協議会長）

6:29 ～ 6:33 4 － -

12
救助・救出訓練
（自主防災会・消防団）

6:17 ～ 6:26 9 － -

田原市消防署 8

・ビル屋上に避難している要救助者を救命索発射銃にてロープを展
張し救助する。
・負傷者を救急車にて搬送する。

19 道路啓開訓練 6:32 ～ 6:51 19

18
救助・救出訓練
（消防署）

6:30 ～ 6:57 27

陸上自衛隊　豊川駐屯地
第10特科連隊第2大隊

8

田原建設業協会
田原土木協会

19

・主要幹線道路が、倒壊した家屋やブロック塀、土砂等により車両
通行ができない状況である。早急な道路啓開が必要であり、重機
等を用いて活動を実施する。

20
救助・救出訓練
（田原警察署・陸上自衛隊）

6:35 ～ 6:58 23

・車両通行の障害となっている土砂等を撤去する。
・倒壊家屋の下敷きになっている負傷者に対し、救助・救出活
動を実施する。
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緊急軽トラック 1

高所作業車 1

高圧発電機車 1

市給水車 1 田原市水道部水道課 2

軽トラック 1

４ｔユニック
バックホウ（４ｔ積載）

1

－ - 田原市（幹部) 26

4tユニック 1
田原市建設部
維持管理課

5

25 ＬＰガス供給設備復旧・回収訓練 7:10 ～ 7:16 6 LPガス運搬車両 1
愛知県LPガス協会
東三河支部田原分会

5

・倒れたり、傾いているガスボンベに対し、修復及び復旧活動を実施す
る。

ワンボックス 1 田原アマチュア無線同好会 6

四駆猟友会 1 田原市猟友会 5

27 災害時給油訓練 7:17 ～ 7:21 4 タンクローリー（1t） 1
豊橋石油業協同組合
愛知県石油商業組合東三
河豊橋地区

1

・ガソリン携行缶を積載したトラックを災害現場に派遣し、各防災関係
機関車両に燃料の給油（模擬訓練）を行う。
※給油対象車（給水車）

28 臨時郵便ポスト設置訓練 7:20 ～ 7:25 5 普通車 1
日本郵便株式会社
田原郵便局

2

・避難所生活の安定を確保するため、臨時ポストを避難所（自主防
災会待機テント）内に設置する。

－ -
田原市市民環境部
環境政策課

3

４ｔ　散水車 1 田原土木協会 2

30 衛星携帯電話通信訓練 7:27 ～ 7:30 3 － - 田原市 2

・衛星携帯電話を用い、現地災害対策本部の復旧状況を確認す
る。

31 避難所状況報告訓練 7:30 ～ 7:35 5 － - 田原市議会 4

・地域での問題点や必要物資など、避難所で手に入れた情報を災害
対策本部へ報告する。

－ - イオンリテール株式会社 3

トラック 1 生活協同組合コープあいち 2

トラック 1 田原陸運協会 2

トラック 1
田原市市民環境部
保険年金課

2

トラック 1

フォークリフト 1

34 被災地図輸送訓練 7:36 ～ 7:40 4 軽ワゴン 1 株式会社ゼンリン 2

・物資の搬送等で市内地図が不足するため、追加の地図の輸送を実
施する。

－ -
田原市市民環境部
廃棄物対策課

1

ゴミ収集車 1 田原市清掃事業協同組合 4

体験 災害用伝言ダイヤル１７１体験 6:00 ～ 8:00 120 -
西日本電信電話株式会社
名古屋支店

2
・災害用伝言ダイヤル１７１を体験してもらい、普及活動を実施する。

体験
リラクゼーション
（ハンドマッサージ体験）

6:00 ～ 8:00 120 - 田原市赤十字奉仕団 2
・被災者の心身の疲労を和らげるための、ハンドマッサージ体験を実施
する。

展示
ライフライン
災害時における機器取扱いなど

6:00 ～ 8:00 120 -
中部ガス株式会社
豊橋支店

4
・災害時においての注意点等など、冊子、展示物等を用いて啓発活
動を実施する。

展示
ライフライン
災害時における機器取扱いなど

6:00 ～ 8:00 120 -
愛知県LPガス協会
東三河支部田原分会

2
・災害時においての注意点等など、冊子、展示物等を用いて啓発活
動を実施する。

展示
装備品、被災地活動支援写真展
示

6:00 ～ 8:00 120 - 陸上自衛隊豊川駐屯地 2
・災害時における被災地支援活動をパネル等を用いて展示する。

展示 被災地活動支援写真展示 6:00 ～ 8:00 120 - 田原警察署 2
・災害時における被災地支援活動をパネル等を用いて展示する。

展示
トヨタ自動車現地災害対策本部用
車両コースター展示

6:00 ～ 8:00 120 -
トヨタ自動車株式会社
田原工場

1
・トヨタ自動車田原工場の現地災害対策本部となるコースターを展示
する。

平成２９年度　田原市総合防災訓練内容　スケジュール

訓練
番号

訓 練 項 目 訓練時間
訓練
時間

訓練車両
訓練
車数

・停電を回復するため、高圧発電機車により応急送電を実施する。

実 施 機 関
参加
人員

訓練想定・活動内容

復
旧
期

22 緊急送電訓練 7:00 ～

～

7:19 19
中部電力株式会社
豊橋営業所
田原SS

5

23 水道管復旧・給水訓練 7:03 7:20 17

・破損した水道管を重機等を用いて修復活動を実施。完了後、市給
水車に飲料水の補給を実施する。

田原市上下水道工事業
協同組合

30

・河川堤防に一部損壊箇所があるため、応急措置を実施する。
・土のうを１００袋作製し、堤防損壊箇所の応急作業を行う。

18

・孤立地区の存在を確認するも、インフラが寸断されており被災状況が
掴めていない。孤立地区に進入して通信を確保するとともに、無線を
使用して被災状況を災害対策本部に報告する。

24 河川堤防応急対策訓練 7:06 ～ 7:27 21

26 孤立地区通信機器設置訓練 7:13 ～ 7:31

29 防疫訓練 7:24 ～

4

・臨時集積場所に集められた災害廃棄物（ゴミ）をゴミ収集車で回収
（２箇所　医療テント・避難収容テント）する。

32 緊急支援物資輸送訓練 7:32 ～

～

6

・市内でゴミ、し尿などが適切に処理されていない施設などがあり、伝
染病の拡大が懸念されているため、散水車、噴霧器による防疫活動
を実施する。

7:37 5

・市内各避難所で生活物資等が不足しているため、物資を災害対策
本部へ搬送する。

7:30

10

・災害対策本部に届けられた物資および自社車両で運搬した物資を
仕分けし、各避難所に輸送する準備を行う。

トヨタ自動車株式会社
田原工場

2

35 ゴミ収集訓練 7:41 ～

33 支援物資仕分け訓練 7:34 7:44

7:45
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